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離島・へき地医療学講座
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川尻真也, 野中文陽：【がんに対する新しい治療法と未来型医療】未来型医療の展望 AIを活用した医療の動

向 Mixed Realityと人工知能の活用による次世代遠隔医療システム. 腫瘍内科 29(5): 603-606, 2022.

宮田 潤, 川上 純, 前田隆浩：長崎大学大学院 遠隔医療支援システムの構築 ～離島・へき地に医療を届ける

仕組みづくり～. 月刊J-LIS 2022年7月号 特集：デジタル田園都市国家構想〜地域課題解決に向けたデジタル

実装の取り組み〜 :  2022.

野中文陽, 川尻真也, 川上 純：【ここまで進んだ仮想空間技術の医療応用】医療におけるバーチャルの到達

点と可能性 Mixed Reality技術を応用した次世代オンライン遠隔医療システムが可能とするもの. 新医療

49(8): 52-55, 2022.

宮田 潤, 前田隆浩：へき地・離島で命を,地域を救う へき地・離島医療支援の実際 ICTを活用した遠隔診療

などの現状・展望. 救急医学 46(10):  2022.

野中文陽, 川尻真也, 延末謙一, 永田康浩, 前田隆浩, 川上 純：専門医過疎の解決を目指す次世代の関節リウマ

チ専門遠隔医療. ファルマシア 58(5): 440-444, 2022.

世羅至子, 宮崎美咲, 本郷涼子, 塩竈由紀子, 溝田記子, 冨永玲子, 山本広美, 鎌田昭江, 原田 薫, 畠山今日子, 牧
瀬由佳, 山下理恵, 森 明子, 山口洋美, 杉本悠花, 四辻由紀, 野中文陽, 福島徹也, 桑原宏永, 山崎浩則, 藤田成裕,
阿比留教生：長崎県での地域巡回型糖尿病療養指導士育成セミナー参加者の意識調査. 長崎医学会雑誌

97(1): 22-30, 2022.

寺裏寛之, 井口清太郎, 前田隆浩, 小谷和彦：へき地医療におけるオンライン診療の実際. 日本糖尿病情報学

会誌 20:  2022.

福田英輝, 川崎浩二, 五月女さき子, 川下由美子, 北村雅保, 岩崎理浩, 林田秀明, 古堅麗子, 前田隆浩, 齋藤俊

行：歯科健診結果からみた成人期の歯科口腔に関する指標の推移:五島研究. 口腔衛生学会雑誌 72:  2022.

本林秀一朗, 永田康浩, 本多由起子, 大園恵梨子, 川尻真也, 前田隆浩：コロナ禍における医学生の講義と実習

に関する意識調査. 日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 13回: SS1-2, 2022.

鈴木綾佳, 濵田航一郎, 山梨啓友, 小笹宗一郎, 赤羽目翔悟, 高橋康太郎, 山内桃子, 梅田雅孝, 長浦由紀, 中道聖

子, 石本裕士, 小笹 睦, 福岡順也, 前田隆浩：意識障害,ぶどう膜炎の精査を機に診断に至った神経サルコイ

ドーシスの一例. 日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 13回: O-28, 2022.

金城謙太郎, 西連寺智子, 藤沼康樹, 前田隆浩, 本田宜久, 金井伸行, 大杉泰弘, 福田吉治：地域包括ケアに関す

る大学医学部での教育. 日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 13回: O-73, 2022.

花村衣咲, 野中文陽, 上条将史, 江頭清美, 川崎遥香, 大村美保, 世羅至子, 村瀬邦彦, 前田隆浩, 河手久弥：高齢

2型糖尿病患者のフレイルと食事及び運動介入の効果　都市部と離島地域の比較. 日本体質医学会雑誌 84(2):
140-141, 2022.

本多由起子, 山田貴恵子, 浦上明日香, 明石理恵, 久保琴絵, 近藤照美, 川上敏宏, 前田隆浩, 永田康浩：離島で

子育てする母親のメンタルヘルスと産後ケアニーズの関連. 日本疫学会学術総会講演集 32: 145, 2022.

玉井慎美, 野中文陽, 川尻真也, 有馬和彦, 青柳 潔, 前田隆浩, 川上 純：欧州リウマチ学会スコアによる関節リ

ウマチ発症の予測 Nagasaki Island Study(NaIS). 日本疫学会学術総会講演集 32: 172, 2022.

辻 良香, 玉井慎美, 古賀智裕, 野中文陽, 川尻真也, 藤井 博, 川野充弘, 前田隆浩, 川上 純：Nagasaki Island
Study(NaIS)における健診受診者の血清IgG4値における性別と喫煙の影響. 日本内科学会雑誌 111(Suppl.): 186,
2022.

高橋康太郎, 濵田航一郎, 赤羽目翔悟, 山内桃子, 山梨啓友, 中道聖子, 前田隆浩：再発性多発性脳梗塞を伴う

クリプトコッカス髄膜炎の1例. 日本病院総合診療医学会雑誌(Web) 18:  2022.

清水悠路, 川尻真也, 山梨啓友, 木山昌彦, 林田直美, 永田康浩, 前田隆浩：高齢男性におけるCD34陽性細胞数

と身長低下の関係. 日本衛生学雑誌 77(Suppl.): S220, 2022.

玉井慎美, 野中文陽, 川尻真也, 有馬和彦, 青柳 潔, 川上 純：関節リウマチの発症予測の試み Nagasaki Island
Study(NaIS). 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 567, 2022.
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社会活動

前田隆浩：持続可能な地域医療を目指して～機能分化・連携と人材マネジメント～　地域医療を支える人
材育成について. 日本医療マネジメント学会雑誌 23(Suppl.): 131, 2022.

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

本多由起子, 前田隆浩, 永田康浩：離島・へき地における産後ケアニーズの実態に関する横断研究. 日本公衆

衛生学会総会抄録集 81回: 210, 2022.

清水悠路, 宮田 潤, 本多由起子, 高田 碧, 岡田武夫, 木山昌彦, 前田隆浩, 林田直美：糖尿病と脳下垂体におけ

る甲状腺ホルモン感受性の関係. 日本公衆衛生学会総会抄録集 81回: 310, 2022.

円城寺貴浩, 曽山明彦, 福本将之, Li Pelin, 松本 亮, 今村一歩, 松島 肇, 原 貴信, 足立智彦, 日高匡章, 濱本 翔, 高
島志郎, 前田隆浩, 江口 晋：新型コロナウイルス時代の臓器提供,臓器移植のありかた　ドローンによる摘出

臓器搬送の可能性を見据えたシミュレーション実験. 移植 57(総会臨時): 144, 2022.

下河舞子, 露木智久, 山下由恵, 高木博人, 野中文陽, 牟田久美子, 西野友哉：妊娠を契機にプロピルチオウラ

シルへ変更し発症したPR3-ANCAとMPO-ANCAがともに陽性の急速進行性糸球体腎炎の1例. 日本腎臓学会

誌 64(6-W): 737, 2022.

小出明妃, 北山 素, 田中久也, 峯 彩子, 田渕真惟子, 小笠原俊輔, 小笹宗一郎, 赤羽目翔悟, 岡野慎士, 松岡優毅,
濱田航一郎, 山口直之, 中島正洋, 前田隆浩, 中尾一彦：舌の感覚異常と全身倦怠感を主訴とし、診断に難渋

したCrohnkhite-Canada症候群の一例. 日本消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会

プログラム・抄録集 120回・114回: 178, 2022.

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

前田隆浩・教授
長崎県総合診療専門医養成推進委員会・
委員長

長崎県総合診療専門医養成推進委員会

0 0 2 0 2 13

前田隆浩・教授 五島市予防接種健康被害調査委員会 五島市

前田隆浩・教授 五島市保健対策推進協議会 五島市

前田隆浩・教授
長崎県地域医療介護総合確保基金（医療
分）事業計画検討ワーキンググループ委
員会

長崎県医療政策課

前田隆浩・教授
長崎県医師会医療政策・診療報酬等対策
協議会

長崎県医師会

前田隆浩・教授
日本プライマリ・ケア連合学会島嶼及び
僻地医療委員会・副委員長

日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授
日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支
部会・会長

日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授 五島中央病院倫理委員会 五島中央病院

前田隆浩・教授
日本プライマリ・ケア連合学会大学ネッ
トワーク委員会・ 委員長

日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授
全国地域医療教育協議会代表世話人・理
事長

全国地域医療教育協議会

前田隆浩・教授
全国医学部長病院長会議地域医療調査実
施委員会

全国医学部長病院長会議

前田隆浩・教授 日本生理人類学会・評議員 日本生理人類学会

前田隆浩・教授 日本病院総合診療医学会・理事 日本病院総合診療医学会

野中文陽・助教
五島市糖尿病性腎臓病重症化予防事業推
進連絡会

五島市国保市民生活部　　健康政策課

野中文陽・助教
長崎県五島中央病院臨床研修管理委員会
委員

長崎県五島中央病院

野中文陽・助教
五島市保健所地域・職域連携推進協議会
委員

長崎県五島保健所
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

野中文陽・助教
長崎地域糖尿病療養指導士認定委員会
認定委員、研修委員、地域連携委員

長崎地域糖尿病療養指導士認定委員会

宮田 潤・助教 協議員
長崎県五島中央病院 認知症疾患医療セン
ター地域連携協議会

宮田 潤・助教 九州ブロック代議員 日本プライマリ・ケア連合学会

宮田 潤・助教 2022年度家庭医療専門医試験 CSA評価者 日本プライマリ・ケア連合学会

研　究　題　目

前田隆浩・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「HTLV-1
の分子系統別疾患感受性の解明と層別化コ
ホート研究の構築」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「多疾患
併存は高齢者の加齢性身体機能低下とどの
ような疫学的関連性があるのか」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「日本人
における性ホルモン・骨代謝回転・骨量間
関連の生理的・遺伝的研究」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「地域枠
出身医師の進路に関するコホート研究とエ
ビデンスに基づく政策の提案」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「母子手
帳を活用したカネミ油症の次世代への影響
に対する継続的検討」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「大
規模コホート研究による口腔機能低下症の
新規検査法開発研究」

宮田潤・助教 日本学術振興会 代表

科学研究費助成事業 研究活動スタート支援
「コホートデータとリアルワールドデータ
を用いた生活習慣病等の治療有効性の縦断
的研究」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「甲状腺
の有するエネルギー調整機能の動脈硬化指
標への影響の解明」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「Mixed
Realityと人工知能で実現する関節リウマチ
遠隔医療システムの構築」

野中文陽・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「専門医過疎
の解決を目指しIoTとAIで具現化する次世代
の関節リウマチ専門遠隔医療」

科学研究費助成事業 基盤研究(B)「口腔健
康状態は生活習慣病や認知機能へ影響する
か？：五島コホート研究」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「医療・
介護連結ビッグデータによるポリファーマ
シーと介護リスクの関連分析」

野中文陽・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究C「Mixed
Realityと人工知能で実現する関節リウマチ
遠隔医療システムの構築」

野中文陽・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究C「オンライ
ンでの双方向性連携を活用した県内の医療
施設での糖尿病治療標準化への有効性」
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特 許

その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

宮田潤・助教
一般社団法人 医療経済研究・
社会保険福祉協会 医療経済研
究機構

代表

2022年度（第26回）研究助成 若手研究者育
成研究助成「ロタウイルスワクチンの定期
接種化がワクチン接種人数に与えた影響：
分割時系列解析」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

宮田潤・助教
国立研究開発法人科学技術振興
機構 社会技術研究開発セン
ター

連携研究
者

SDGsの達成に向けた共創的研究開発プログ
ラム「離島の発達障害児医療におけるアバ
ターロボットの活用支援体制の構築」

前田隆浩・教授 マクセル株式会社 磁気センサ型指タッピング装置に関する共同研究

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

前田隆浩・教授
人体の構造と機能及び疾病(長崎純心大
学) 

長崎純心大学

前田隆浩・教授 新規ヒト形質細胞様樹状細胞株 2005年8月12日 2012年6月15日 特許第5011520号

野中文陽・助教 遠隔医療システム 2021年8月27日 出願中 特願2021-138779

前田隆浩・教授、野
中文陽・助教

遠隔医療システム～通信技
術の高度化で、遠方の患者
様にも充実した医療を～

朝日新聞 2022年5月31日

長崎大学関節リウマチ遠隔医
療システムについて説明を
行った

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

野中文陽・助教
離島患者の手、目の前に
立体画像でオンライン診療

共同通信社 2022年6月
長崎大学関節リウマチ遠隔医
療システムについて説明を
行った
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